
６月 ８２

12月 80.0 84.5 (40.0) 89.0

６月 85.0 90.0 (40.0) 95.0 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 85.0 (39.5) 89.5 (41.0) 94.0 (－) 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 90.0 (42.0) 95.0 (43.5) 100.0 (－) 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 90.0 (42.0) 95.0 (43.5) 100.0 (－) 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 92.5 (44.5) 98.0 (46.0) 103.5 (－) 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 92.5 (44.5) 98.0 (46.0) 103.5 (－) 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 95.0 (44.5) (46.0) (－) 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 95.0 (44.5) (46.0) (－) 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 号給 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)

６月 特に優秀 優秀 良好 良好でない 不良

12月 号給 ８　(2) ６　(1) ４　(0) ２　(0) ０　(0)
（2026年）

1月

号給

　勤勉手当に「良好」が続き「優秀」とならない、「４号昇給」がずっと続いていて「６号昇
給」となったことがない。組合員でそんな人がおられましたら、本部に相談してください。

　民間のボーナスに相当する手当は、期末・勤勉手当と呼ばれ、人事評価では、この勤勉手当の成績率が変わることになります。
　左の支給明細書を見て下さい。これは人事評価導入される前の2016年６月のものです。勤勉手当の率は、82となっており、それを
もとに支給額合計が計算されます。しかし、人事評価が導入される2016年12月は、「良好」（いわゆるＢ評価に対応する成績率）の場
合は、80、「優秀」の場合は、84.5となり差を生じることとなりました。（なお、この値は毎年の確定闘争などを受けても変化します。）
「勤勉手当についての備忘録」は、各自がこの勤勉手当の成績率を表の「勤勉手当の成績率」欄に書き写すことで、人事評価の運用
状態を確認しようとするものです。
　昇給は、毎年１月に行われ、４号ずつ上がっていくのが一般的です。今までは一定の年齢に達すると、特別昇給として５号や６号昇
給しました。しかし人事評価制度のもとでは、54歳までの教職員の場合、６号昇給はＡ評価に対応する「優秀」、８号昇給は「特に優
秀」の昇給区分にあることを基準として行われます。「昇給についての備忘録」は、各自が自らの号給を表の号給欄に書き写し、前年
度の号給との差を求めることで、人事評価の運用状態を確認しようとするものです。
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